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　平成12年の65歳以上の第１号被保険者は62,497人で

した。これを仮に100人と考えます。すると同じ平成

12年に介護保険サービスを利用するために要介護認定

を受けた人の数は８人となります。ところが平成15年

になると、被保険者は113人、要介護認定者は８人か

ら15人へと急激に増加していきます。

　市が平成15年12月に行ったアンケート調査（※右下参

照）によると、要介護認定者の４人に３人は「介護者が

いる」と答えています。主な介護者には「子」「配偶者」

などが挙げられています。介護保険サービスの効果に関

する質問の回答（裏面参照）から、家族が介護している

場合であっても、介護保険サービスを利用することで家

族の負担感が軽減されているようです。

　要介護認定を受けた人の多くは在宅サービスを利用

しており、利用者が急速に伸びています。利用してい

る在宅サービスに対しては、61％が「満足」、33％が

「ほぼ満足」と回答しています。

　一方、認定を受けているにもかかわらず「利用なし」

の人も増えていますが、利用しない理由としては、「家

族で介護しているから」「他人に世話をしてもらいたく

ないから」などが多くなっています。
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（１） 平成１６年（２００４年）４月１０日


